






年齢と薬物有害作用発現頻度の関係 

年齢 発現頻度
40～55 6
55～65 7.5
65～75 6
75～85 14
85～ 20

年齢と薬物有害作用発現頻度
東大病院老年病科（1995-1998年）
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高齢では、薬物有害作用の発現頻度は高い。 

70歳以上では60歳未満の 

1.5～2倍の発現率 

有
害
作
用 

発
現
頻
度
％ 



5 

薬剤種類数と薬物有害作用発現頻度の関係 

投薬数と薬物有害作用発現頻度
東大病院老年病科（1995-1998年）
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高齢者と薬の関係 
 

• 肝機能低下 

 

 

• 腎機能低下 
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薬を代謝（分解）できない  

 

 

薬を排泄できない 
 

 

 

• 多院、多科受診 

• 多剤併用 
相互作用 

作用の増強、 

または減弱 



• 薬剤師側の意見 
 

– 「在宅指導で何をすればよいかわからない」 

– 「指導管理の書類記載の方法がわからな い」 
 

– 「訪問指導の指示が来ない」 

– 「医師との連携をどのようにするかわからない」 
 

– 「訪問指導に対する報酬が見合わない」 

– 「訪問するための時間、マンパワーがない」 
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全国薬剤師・在宅療養支
援連絡会（Ｊ－ＨＯＰ）
設立！ 

日本薬剤師会と連携を取
りながら 



相互交流 
疑問やノウハウの

交換 
 

ML、懇親会 

全国薬剤師・在宅療養支援連絡会（J-HOP) 入会案内 

会長 大澤光司（メディカルグリーン） 

副会長4名 

 金井秀樹（なのはな調剤薬局） 

 萩田均司（薬局つばめファーマシー） 

 川添哲嗣（くろしお薬局） 

 宇田和夫（株式会社ファーコス） 

監事 鈴木順子 北里大学薬学部 

IT担当理事 原崎大作（アクア薬局） 

入会方法 
HPより https://www.j-hop.jp/ 入会申請に登録→振込用紙を本部より後日送付いたします。 

すでに全国より550名の方々（薬局、病院、大学etc）が、ご入会下さっています。MLも非常に活発です。 

研究参画 
大学の研究なの
へ参画、エビデン

ス作り 

多職種研
修紹介 

多職種で集う会 
 

ﾌﾟﾗｲﾏﾘｹｱ学会、在
宅医学会、緩和医療

学会etc 

情報共有 
各種研究会・学会
の紹介・開催案内 

 

緩和医療薬学会、
医療薬学会、HIP、
褥瘡、簡易懸濁法 

etc 

趣旨 

 医療や介護のあらゆる場面において、調剤、医薬品及び医療材料
等の情報の提供と安定した供給体制の確立、薬物療法に対する支
援のための環境整備、これらは国民に対する薬剤師の責務である。  

 また、在宅医療においては，多職種による連携体制の確立が不可
欠であり、その体制の中で薬剤師としての役割を担うことが求められ
る。 

 そこで、これらの責務と役割を果たすために、関係団体等と連携を
図りながら、全国の薬剤師による在宅業務への取り組みを支援して
いくための連絡会（全国薬剤師・在宅療養支援連絡会）を設立する。 

https://www.j-hop.jp/
https://www.j-hop.jp/
https://www.j-hop.jp/




J-HOPメーリングリスト投稿数 
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J-HOP HP アクセス分析 





入会ご希望の方は以下のホームペー
ジ中の「入会について」をご覧くだ
さい。 

https://www.j-hop.jp/ 




